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県内の製材用素材価格は、消費税増税後の反

動減以降下落傾向が続いているが、下落幅は減

少しつつあり底入れが伺える。一方、新設住宅

着工は、水面下にある実質賃金などから消費者

の住宅取得マインドは停滞、着工戸数は７ヵ月

連続してマイナスと製材品需要は低迷。
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主力のピアノは、生産台数は竪型の減産に

より前年実績を下回った。一方、販売台数は輸

出が牽引し堅調に推移。電気・電子ピアノは、

販売数量は昨年並みとなったが生産は前期、前

年実績を割り込む。電子オルガンは生産、販売

ともに好調さを堅持。電子キーボードは減産を

受入れで賄い販売数量は前年並みで推移。

伊豆地域の秋季の宿泊客状況は概ね順調で、

前年実績を上回る集客になったとみられる。

一方、年末年始の宿泊予約も曜日配置に恵まれ

たこともあり、前年に続いて好調に推移してい

る。

県内のマグロ類缶詰の生産量は６四半期連続

で前年比減、価格は直近でやや低下。コーン缶

を含む農畜産缶の生産量は前期に続いて大きく

減少している。また飲料缶類もペットボトルや

ほとんどの飲料類で生産量の二けた減が続いて

いる。

主要漁港全体の水揚量は前年比４．０％

増。うち焼津港の水揚量は、カツオ類は減少

したもののサバ類の増加により、全体では前

年比１．５％増。清水港はマグロ類の水揚げ

が増え、前年水揚量を６．３％上回った。沼

津港は焼津港と同様にサバ類の増加により前

年水揚量を２２．１％上回った。魚種単価

は、マグロ類、サバ類が上昇した。主要漁港

３港の総水揚高は、総水揚量、平均単価の上

昇により前年比９．９％増。

古紙価格はプレミアム価格もみられるなど

高止まり。県内再生紙物トイレ紙メーカーは

横ばい基調、メーカーは年明け以降再び価格

修正に動く。段ボール原紙の生産は概ね堅調

で、メーカーもトイレ紙同様価格修正に取り

組んでいる。

２０１４年１１月を中心とした県内経済は、需要面では個人消

費は弱めの動きが見られ、自動車や新設住宅着工も前年を下回っ

た。企業の生産活動にも弱めの動きがみられ、輸出は弱含みとな

っている。雇用・所得環境は引き続き改善傾向にあるが、景気回

復の動きには足踏みがみられる。
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遠州地域の二輪車生産台数は、北米、欧州向

けなどの輸出が伸びて１７ヵ月連続で前年を上

回った。自動車部品の１０月の生産金額（全

国）は、４ヵ月連続して前年を下回った。１４

年１０月の静岡県の輸送機械工業の生産指数は

前年同月比で４．３％の低下。
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《産業別天気マークの推移》
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